
●図記号の説明

安全に使用していただくための表示と意味について
この取扱説明書では、OS32C を安全にご使用いただくために、注意事項を次のような表示と記号で示しています。ここで
示した注意事項は安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。表示と記号は次のとおりです。

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程度の傷害を負ったり、
万一の場合には重傷や死亡に至る恐れがあります。また、同様に重大な物的損害を受ける恐れがあります。

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、
あるいは物的損害を受ける恐れがあります。注　意

警　告

セーフティレーザスキャナ
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より詳しい情報は、OS32C ユーザーズマニュアル（SCHG-729）を参照してください。

検出角度 270°

角度分解能 0.4°

レーザビーム直径 ウィンドウ面で6mm 、OS32Cから3mの位置で14mm （標準値）

応答時間
ON → OFF応答時間： 80ms以下（2スキャン）、680ms以下 （最大17スキャン） *8

OFF → ON応答時間： 設定可能 (詳しくはユーザーズマニュアルを参照してください。)

エリア切り替え時間 20～320ms

電源電圧 DC24V ＋25％/-30％ （ リップルp-p 2.5V 以下） *2

消費電力 通常動作時： 最大5W *3

スタンバイモード時： 3.75W （出力負荷のない状態）

光源（波長） 赤外レーザダイオード（905nm）

レーザクラス

クラス1レーザ製品： IEC 60825-1:2014, EN 60825-1:2014+A11:2021
クラス1レーザ製品： JIS C 6802: 2014
クラスI： 21 CFR 1040.10, 1040.11
　　　　　 : GB/T 7247.1-2024

制御出力（OSSD）

動作モード オートスタート、スタートインターロック、スタート/ リスタートインターロック

入力

外部リレーモニタ ON時： 0V短絡（入力電流50mA） OFF時： オープン

スタート ON時： 0V短絡（入力電流20mA） OFF時： オープン

エリア選択 ON時： 24V短絡（入力電流5mA） OFF時： オープン

スタンバイ ON時： 24V短絡（入力電流5mA以下） OFF時： オープン

接続方式 電源コード： 18ピンミニコネクタ（ リード線付き）
通信ケーブル ： M12、4ピンコネクタ

PC との接続
通信： イーサネット *6
対応OS ： Windows XP、Windows 7、Windows 8.1、Windows 10、 Windows 11

表示灯

保護回路 出力負荷短絡保護、電源逆接続保護

周囲温度 動作時： -10～50℃、保存時： -25～70℃

周囲湿度 動作時、保存時： 最大95%RH （ただし結露しないこと）

使用周囲照度
白熱ランプ： 受光面照度1500 lx 以下
（ただしレーザ走査面と外乱光の角度は±5°以上離すこと）

絶縁抵抗 20MΩ以上（DC500V メガ）  
耐電圧 AC350V 1分間  

保護構造 IP65 (IEC 60529)   

筐体材質
センサヘッド： アルミダイキャスト
光学カバー： ポリカーボネート
I/Oブロック： アルミダイキャスト

外形寸法 133.0x104.5x142.7mm( コードを除く）

耐衝撃 98m/s2 X、Y、Z 各方向1,000回（IEC 60068-2-29） 

耐振動 10～55Hz 複振幅0.7mm X、Y、Z各方向20 掃引（IEC 60068-2-6）

質量（本体のみ） 1.3kg  

電源コード 最大コード長30m

通信ケーブル 最大ケーブル長100m （100BASE-TXケーブル *9）

適合規格

認証機関： TÜV ラインランド、UL

EN IEC 61496-1 ( タイプ3 ESPE)、EN IEC 61496-3 ( タイプ3 AOPDDR)、
EN 61508 (SIL2)、IEC 61496-1 ( タイプ3 ESPE)、IEC 61496-3 ( タイプ3 AOPDDR)、
IEC 61508 (SIL2)、UL 508、UL 1998、CAN/CSA-C22.2 No. 14、CAN/CSA-C22.2 No. 0.8

PNP トランジスタx2、負荷電流250mA以下、残留電圧2V以下、負荷容量2.2μF以下、

漏れ電流1mA以下　*3、*4、*5

補助出力（非安全） NPN/PNP トランジスタx1、負荷電流100mA以下、残留電圧2V以下、漏れ電流1mA以下*4、*5、*7

警告出力（非安全） NPN/PNP トランジスタx1、負荷電流100mA以下、残留電圧2V以下、漏れ電流1mA以下 *4、*5、*7

RUN表示灯： 緑色、STOP表示灯： 赤色、インターロック表示灯： 黄色、
警告出力表示灯： 橙色
状態/診断表示灯： 7セグメント2桁表示灯、侵入表示灯： 赤色LED×8

レーザ走査面高さ ケース下面から67mm （詳しくは上記の「外形寸法図」を参照してください。）

■ 定格／性能
センサ種別 Type3 セーフティレーザスキャナ

パフォーマンスレベル(PL)/

安全カテゴリ

PL d、安全カテゴリ3 (ISO 13849-1)

最小検出物体 不透明体直径30、40、50、70mm （反射率1.8％以上） （設定ツールにより設定可能）

監視エリア エリアセット数（防護エリア＋2つの警告エリア） ： 最大70 セット 

最大計測誤差 100mm (検知距離3m以下) *1
110mm (検知距離3m超4m以下) *1

検知距離
OS32C-□□□

電気・電子・プログラマブル

電子安全関連系の機能安全
SIL 2、PFHD 8.3×10-8 (IEC 61508)

防護エリア： 1.75m （最小検出物体直径： 30mm）
　　　　　　　　2.5m （最小検出物体直径： 40mm）
　　　　　　　　3.0m （最小検出物体直径： 50mmまたは70mm）
警告エリア： 10.0m

検知距離
OS32C-□□□-4M

防護エリア： 1.75m （最小検出物体直径： 30mm）
　　　　　　　　2.5m （最小検出物体直径： 40mm）
　　　　　　　　3.0m （最小検出物体直径： 50mm）
　　　　　　　　4.0m （最小検出物体直径： 70mm）
警告エリア： 15.0m

一般的な指示を示します。一般的な禁止を示します。

使用者について

取りつける機械について

設置について

その他

セキュリティ対策

OS32Cは、稼働中の機械など危険環境で作業する人員の保護を目的とする電気感知式保護装置です。

OS32Cの安全な使用、設置、メンテナンス、操作が確保されて初めて、OS32Cの特定用途および設
置の安全基準が遵守されたことになります。これらの項目については、本製品をご購入いただいたお
客様、設置者、使用者で十分な確認を行ってください。

管理者は、その責任において、機械・防護装置の適切な設置、操作、メンテナンスを行う担当者を選
任し、訓練してください。

OS32Cの設置、確認、メンテナンスは、必ず管理者が行ってください。管理者とは、「専門的訓練を受
けたことを証明する学位または証明書を持つ者、または広範囲に及ぶ知識、訓練または豊富な経験
によって、特定の事柄や作業に関する問題解決能力が実証されている者」(ANS I/PMMI 
B155.1-2006)を指します。

保護下にある機械は、そのサイクル内で随時停止できなければなりません。フル回転クラッチを装備
した機械プレスにはOS32Cを使用しないでください。

保護下にある機械が停止する場合、停止に要する時間が一定していて、適切な制御機構が装備され
ていなければなりません。

安全関連の機械制御要素は、制御論理装置の故障や制御回路の故障によって安全が脅かされる危
険状態にならないよう設計してください。

補助出力や、警告出力を安全用途に使用しないでください。OS32Cが故障しても人体が検知されず、
重傷を負う恐れがあります。

本体の取りつけ、コードコネクタは確実に締めてください。

インターロックを解除するためのスタートスイッチは、監視エリア全体が見え、また危険エリアから操
作できない位置に設置してください。

走査面上の背景によっては、OS32Cの計測誤差、および反射面の影響による追加誤差を考慮する
必要があります。

テストおよびメンテナンス手順は、ユーザーズマニュアルに記載の手順で実施してください。

OS32Cを改造しないでください。また、指定された以外の方法で部品交換や修理を行わないでください。
本来の安全機能が失われ危険です。

ウィンドウが破損した場合は速やかに交換してください。保護機構が正常に動作しない可能性があり危
険です。
また、交換時はOS32Cの内部に粉塵などが侵入しないような予防措置を講じてください。

ウィンドウの交換は必ずOS32Cからすべてのケーブルを取り外して行ってください。モータが回転しけ
がをする恐れがあります。

テスト手順（ユーザーズマニュアル第7章 付録「テスト手順書」参照） はユーザの定期検査制度にした
がい、OS32Cまたは防護対象の機械へのメンテナンス、装置・設定の変更、調整が行われた後に行う
必要があります。また、制御対象にある機械を複数の作業者が使用する場合やシフトで使用する場合
は、シフトごとまたは操作の変更があるごとにテストを実行することを推奨します。OS32Cの設定が変
更された場合もテストを実行することを推奨します。
OS32Cと機械の制御システムが適切に機能することで防護対象の機械が停止します。テストを適切に
実施しなかった場合、重傷を負う恐れがあります。

安全制御システムや機構がテストに合格しなかった場合、機械を稼動しないでください。
直ちに機械の使用を停止し、管理者に通知してください。

警　告

警　告

警　告

警　告

複数のOS32Cを使用するときは、相互干渉が発生しないよう、設置位置の調整や遮光板の使用など
の対策を講じてください。

IP65の保護等級を確保するために、各筐体の接合部に埃や塵などの付着がないことを確認し、確実に
ネジを締め付けた状態で使用してください。

エリアセット切り替え中に、エリアセット選択入力がアクティブ（ON）となる入力点数が設定した入力点
数を超えた場合、エリアセット選択入力の配線エラーとしてさらなるエリアセット切り替え遅延が発生す
ることがあります。この場合、設定した入力点数を超えないようエリアセット選択入力のON/OFFを切り
替えていく順序を、切り替えタイミングを考慮しながら正しく設定することでエラーの発生を防ぎます。

実際のエリアセット選択入力切り替え時間に対してエリア切替許容遅れ時間が不足していた場合、意図
しないエリアセットが一時的に有効になり、誤ったエリアを一時的に監視してしまう場合があります。

設置に際しては検知機能が制限されるエリアが危険源にならないよう十分に考慮してください。危険源にな
る可能性がある場合は、追加の防護機構などの対策を必ず講じてください。

切り替え開始時間（tstart）が最大応答時間（TmaxReaction）を考慮せずに設定されている場合、切り
替え後の新たな防護エリア内の物体の検出が遅れて制御出力のOFFが間に合わなくなる可能性があ
ります。

監視エリアの情報は、投影整合性、最大半径、角度制限などの多くの制限によって影響されます。そ
の結果、インポートされたエリアがファイルで定義されたエリアと正確に一致しない場合があります。エ
リア座標のインポート操作が完了したときに目で見て確認してください。ユーザーズマニュアル第7章 
付録「テスト手順書」を参照してください。

EtherNet/IPを介したシステムおよびエリアの状態に関するモニタ情報は、診断の目的にのみ使用する
ためのものです。安全に関する機能では使用しないでください。

EtherNet/IPを介してモニタされる計測データは、診断の目的にのみ使用するためのものです。安全に
関する機能では使用しないでください。

OS32Cの保護機能を使用するには、防護エリアを正しく定義および設定することが必要です。

応答時間が変更された場合、安全距離の再計算と安全距離に応じたOS32Cの再設置が必要になりま
す。安全距離が適切でない場合、機械の危険部に到達する前に機械が止まらず、重傷または死亡に
至る恐れがあります。

RBMモード時は、OS32Cの検知エリアからすべての回帰反射板を取り除いてください。

国際規格IEC 61496-3 にしたがい、OS32Cの走査面に対して人の侵入角度が±30度を超える用途で
使用する場合は、基準点監視機能（RBM）により検知エリアの境界部を監視する必要があります。

ウィンドウの交換は、内部の光学面を汚さないよう5～35℃の清潔な環境下で管理者が必ず実施してく
ださい。交換用ウィンドウの内部および外部に汚れや傷、埃、指紋がないことを確認してください。

ウィンドウキャリブレーションは必ず管理者が行ってください。新しいウィンドウのウィンドウキャリブレ
ーションを行う前に、ウィンドウに汚れや傷、埃、指紋がないことを確認してください。ウィンドウキャリ
ブレーションは5～35℃の環境下で実施してください。ウィンドウの状態の確認を怠ったり、ウィンドウ
キャリブレーション中の環境条件を適切に設定しなかった場合、OS32Cの物体検知能力が低下する
場合があります。

Translation of the original instructions
(本取扱説明書は英語版オリジナルからの翻訳です)

OS32Cを設置する場合は、ガラスで遮ったり、囲いで覆ったりしないでください。検知能力の低下に
よって、万一の場合には重傷や死亡に至る恐れがあります。

PTM基準点監視モードを有効にすると、応答時間が長くなります。安全距離を計算する際には、ここで
追加された時間を考慮する必要があります。

*1. 反射面の影響により追加誤差を考慮する必要があります。詳しくはユーザーズマニュアル第7章 付録「反射面の
　 影響による追加誤差」を参照してください。
*2. 電源仕様についてはユーザーズマニュアル第5章 配線「電源ユニットについて」を参照してください。
*3. OS32Cの定格電流は最大1.025A 

 （OS32C 210mA ＋制御出力A 負荷＋制御出力B 負荷＋補助出力負荷＋警告出力負荷＋機能入力）
以下の機能入力の場合：
EDM入力.................. 50mA
スタート入力............. 20mA
スタンバイ入力........ 5mA
エリアX入力.............. 5mA×8 （8エリアセット選択入力）

*4. 出力電圧は、入力電圧－ DC2.0Vになります。
*5. 消費電流は、2つの制御出力、補助出力、警告出力の合計が700mAを超えてはなりません。
*6. M12、4ピンコネクタ付きイーサネットケーブルが必要です。
*7. 出力極性(NPN/PNP)は設定ツールにより設定が可能です。
*8. PTM基準点監視モードでは走査時間が増加し、その結果応答時間も増加します。
*9. 専用イーサネットケーブルのケーブル長は最大15mです。それ以上の長さで使用する場合、ネットワークスイッチ/ルータ

への接続が必要です。

安全上のご注意

警　告

グローバルアドレス経由でイントラネット環境を利用する場合、SCADA、HMIなどの不正な端末や不正な
サーバに接続すると、なりすまし、改ざんなどネットワークセキュリティの問題になる可能性があります。お客
様ご自身で、端末へのアクセスの制限、セキュア機能を搭載した端末を使用、設置エリアの施錠などの十
分な措置を講じてください。

複数のOS32Cをネットワークに接続して使用する場合、ＰＣから本体へデータを転送する際に、本体の状態
／診断表示灯に表示されるセキュリティコードを目視で確認し、ＰＣに入力する必要があります。したがって
本体の状態/診断表示灯が確認できるように設置してください。

ウィンドウに塵埃が付着すると誤動作の原因となります。ウィンドウとダスト検知面は定期的に清掃して
ください。

OS32Cの内部やI/Oブロックのコネクタに埃やゴミが入らないように気を付けて作業してください。
OS32Cの故障の原因となりますので、埃の多い環境下でウィンドウ交換作業を行わないでください。

形OS32C-□□□-DMの計測レポートの設定が、意図した計測データ形式となっているか必ず確認して
ください。

設定変更内容をOS32Cへ送信する前に、安全パラメータが用途通りに設定されていることを確認してくだ
さい。

以下に示すような項目は安全を確保する上で必要なことですので必ず守ってください。
・本書をよく読んで、設置手順、動作確認手順、及びメンテナンス手順を十分にご理解の上、ご使用
ください。

・負荷は、以下の項目すべてを満たすようにしてください。
-短絡させない
-定格以上の電流を流さない

・本体は確実に取りつけてください。
・製品を落下させないでください。
・該当する各国、各地の安全関連の法律、規制、規程などすべてを遵守してください。
・使用している国の該当する廃棄物処理規則に従って廃棄してください。

製品が動作不能、誤動作、または性能・機器への悪影響を防ぐため、以下のことを守ってください。

設置環境について
次のような場所には設置しないでください。
・直射日光などの強い外乱光がOS32Cに入光する場所
・湿度が高く結露する恐れがある場所
・温度変化が急激なため結露する恐れがある場所
・腐食性ガスがある場所
・仕様で定められている以上の振動や衝撃が本体に伝わる場所
・水がかかる場所
・接着剤を溶かすような油がかかる場所
・煙や水蒸気などがレーザ走査面上にある場所
・OS32Cは強い高周波ノイズを発生する機器から離して設置してください。あるいは遮蔽対策を十分に行ってください。
・高圧線や動力線とOS32Cの入出力線を同一配管で使用しないでください。
本製品はクラスＡ機器です。家庭用環境において、本製品は電波障害を引きおこすことがあります。
この場合は責任者が十分な対策を講じてください。

配線・取りつけについて
・配線は必ず電源OFFの状態で行ってください。故障診断機能によりOS32Cが動作しなくなることがあります。
・すべての端子の信号名を確認し、正しく配線してください。
・制御システムはOS32Cの電源投入後14秒以上経過してから作動させてください。
・高圧線や動力線と同一配線管で使用しないでください。
・市販のスイッチングレギュレータを使用する場合、FG（フレームグランド端子）を接地してください。
・他の機器と電源を共用することによってノイズの影響や電圧降下などの影響を受ける可能性があ
ります。他の機器と電源を共用せず、安全関連装置専用の電源とすることを推奨します。

清掃について
シンナー、ベンジン、アセトン類は樹脂部材やケース塗装を溶かしますので使用しないでください。

検出体について
最小検出物体直径は30mm、40mm、50mmまたは70mmに設定可能です。透明体、半透明体、鏡面
体、反射率1.8%未満の物体は検知できません。

安全上の要点

使用上の注意

レーザー安全について

注　意

制御対象の機械部品が外れた場合でも危険な状態が発生しないような防護機構を装備してくださ
い。

煙や粉塵はOS32Cの検知精度に影響を及ぼし、制御対象の機械が停止状態になる可能性がありま
す。

監視するエリアの一部が無効になる可能性があるため、レーザ走査面上に鏡面状の物体を配置す
ることは避けてください。

OS32Cに検知されずに危険エリアへ接近する可能性がある場合は、追加の防護策が必要です。

設置時や制御対象の機械に変更を加えたり、OS32Cの設定を変更した場合は、ユーザーズマニュア
ルに記載のテストを実行してください。詳しくはユーザーズマニュアル第7章 付録「テスト手順書」を参
照してください。

アンチウイルス保護
制御システムに接続するパソコンへの最新の商用品質のウイルス対策ソフトの導入および保守を行っ
てください。

不正アクセスの防止
当社商品に対して、以下の不正アクセス防止対策を行ってください。
• 権限保有者だけを制御システムや装置へアクセス可能とする物理的統制の導入
• 制御システムや装置のネットワーク接続を最小限に抑えることによる、信頼できないデバイスからのア
クセス防止

• ファイアウォールの導入によるITネットワークからの分離（未使用通信ポートの遮断、通信ホストの制限）
• 制御システムや装置へのリモートアクセスが必要な場合における、仮想プライベートネットワーク(VPN)
の使用

• 制御システムや装置へのリモートアクセスにおける多要素認証の導入
• 強固なパスワードの採用と頻繁な変更
• 制御システムや装置でUSB メモリなど外部ストレージデバイスを使用する場合の事前ウイルススキャン

データ入出力の保護
制御システムや装置への入出力データの意図せぬ改変に備えた、バックアップや範囲チェックなどの妥
当性の確認を行ってください。
• データの範囲チェック
• データの改ざんや異常に備えた、バックアップによる妥当性確認、リストアの準備
• データの改ざんや異常を想定した、緊急停止や縮退運転などの安全設計

紛失データの復元
データ紛失対策として、定期的な設定データのバックアップと保守を行ってください。

(7) 侵入表示灯(ISI) 防護エリア(デフォルト設定)に侵入が検知された際に点灯、防
護エリア(デフォルト設定)を8分割して表示（各33.75 ゜ ）、ウィン
ドウ汚れ警告時に点滅

機能

制御出力がONの時に点灯

(4) 警告出力がONの時に点灯、ウィンドウ汚れ警告時に点滅 (1Hz)

ウィンドウの汚れ検知部

レーザ光が投受光されるウィンドウ

イーサネットケーブル接続に使用 *1

コネクタモジュール

レーザが照射される軸の位置を表示

設定状態、稼働状態および異常状態を数値表示

番号

(3)
(2)
(1)

(5)
(6)

(8)
(9)

(10)
(11)

(12)
(13)

RUN表示灯（緑色）

インターロック表示灯（黄色）

状態／診断表示灯

警告出力表示灯（燈色）

STOP表示灯（赤色）

ダストリング

ウィンドウ

イーサネットコネクタ

電源コネクタ

I/Oブロック

回転軸表示

センサブロック

名称

インターロック時に点灯、ロックアウト時に点滅(1Hz)、設定時に点滅(4Hz)

センサ部（交換可能）

制御出力がOFF/ インターロックの時に点灯

18ピン電源コネクタ（ リード線付き） *1

*1. OS32C-SP1の場合、各コネクタはI/Oブロックの左側にあります。

イントラネットを構築する場合、ケーブル断線や不正ネットワーク機器の影響により通信障害が発生する可
能性があります。
設置エリアの施錠などの方法によって、ネットワーク機器への物理アクセスを制限するなど、十分な措置を
講じてください。

取扱い上の注意
・OS32Cはレーザを放射します。直接見つめないでください。
・光路は目の高さを避けるようにしてください。

レーザ機器に関しては使用される国によってレーザ安全対策が規定されています。
国内で使用される場合、海外で使用される場合にわけて説明します。

証明ラベル

国内で使用する場合
JIS C6802規格で、レーザ製品のクラスに応じて使用者が行わなければならない安全予防対策
が規定されています。
OS32Cは、本規格に定めるクラス1に分類されます。
米国で使用する場合
本製品は、米国のFDA(Food and Drug Administration)のレーザ規制を受けます。
本製品は、本規制21CFR 1040.10, 1040.11の規定に従いClassⅠに分類されます。
レーザに関するラベル類
FDAの技術基準に従ったラベルを製品に表示しております。

(1) (2) (3) (4) (5)

(6)
(7)

(8)

(9) (10)

(11)

(12)
(13)

■ 各部の名称 

(1)

米国、日本以外の国での使用
この製品は、IEC 60825-1:2014, EN 60825-1:2014+A11:2021規格によってクラス1に分類されて
います。

(3)

(2)



水平面防護エリアのテスト

上面図

制御対象の機械

OS32C

防護エリア

ストップ スタート

警告エリア

1 m 2 m

■ 防護エリアのテスト

OS32Cがオートスタートで動作する場合、防護エリア内に物体が存在する間は
機械が停止し続け、リスタートしないことを確認してください。確認方法として、防
護エリアにテストピースを侵入させて動作を確認してください。少なくとも作業シ
フトの変更後、または24時間動作した後にテストを実行するよう推奨します。

OS32Cの検知能力テストは、下図のように防護エリアの境界線に沿ってテストピースを移動して行います。
防護対象の機械が設定した応答時間内に停止することを確認してください。オートスタートモードの場合、
テストピースが防護エリアにある間は常に制御出力OFF状態でなければなりません。
OS32C をテストする際には最小検出物体直径に合ったテストピースを使用してください。
（テストピースはOS32Cには同梱していません）

注： この例では、防護エリア2m、警告エリア3m の
 半円に設定。

全ての表示灯が適切に表示され、指定した機能通りにOS32Cが動作していることを確認します。OS32Cの筐体、
ウィンドウを点検して、破損または何らかの異常がないかを確認します。

OS32Cが据え置き用途で使用される場合、防護エリアの範囲が床にマーキングされていることを確認してください。
移動用途の場合、設定時間内に車両が停止することを確認してください。

OS32Cがテストに不合格であった場合、ただちに防護対象の機械を停止し、工場の監督者に連絡してください。

KM1 KM2

S2
S3

S2

S1

M1

KM1

KM2

0V

E1

DC0V（茶）

スタンバイ入力（紫）

エリア選択1（橙/白）

エリア選択2（橙/黒）

エリア選択3（灰）

スタート（黒）

補助出力（青）

警告出力（赤/黒）

外部リレーモニタ（茶/白）

安全出力B（黄）

安全出力A（赤）

* 2

*3
*3

* 1

+24V

S1 :  スタート入力（ロックアウト解除用）

S2 :  エリア切り替えスイッチ

S3 :  スタンバイスイッチ

KM1、KM2：強制ガイド接点機構リ
レー（形G7SA）または
マグネット・コンタクタ

M1 :  ３相モータ

E1 :  DC24V電源

機能接地（緑）

DC24V（白）

OS32Cの設定

エリア選択4（桃）

エリア選択5（白/黒）

S2

*3

S2

*3

S2
*3
*3
*3
*3

エリア選択6（カーキ）

エリア選択7（橙）

エリア選択8（青/白）

S2
S2
S2

*1. 外部リレーモニタを使わないときは、茶/白線を0Vに接続した上で、
  設定ツールで外部リレーモニタを無効にしてください。
*2. スタート入力は、NC接点を使用してください。
*3. エリア選択スイッチの設定についてはOS32Cユーザーズマニュアル第2章の
     「エリアセット選択」を参照してください。エリアを1つのみ使用する場合は、
     エリア選択入力のための接続は必要ありません。

KM1

KM2

PE

■ 配線について

・外部リレーモニタ機能有効
・スタート/リスタートインターロック

基本配線例（OS32C単体使用）
  安全カテゴリ3、PL d(ISO 13849-1)

OS32Cの各ラインをDC24V +25% / -30% を超えるDC電源に接続しないでくださ
い。また、AC電源にも接続しないでください。感電の可能性があり危険です。

OS32CがIEC 61496-1およびUL 508を満たすために、DC電源ユニットは
下記の項目すべてを満たすようにしてください。

･　定格の電源電圧内（DC24V +25% / -30%） である
･　EMC 指令適合（工業環境）
･　一次回路、二次回路間が二重絶縁あるいは強化絶縁
･　過電流保護特性が自動復帰
･　出力保持時間が20ms以上
･　UL 508で定義されるクラス2回路または制限電圧電流回路の出力特性

要求を満たす。
･　OS32Cが使用される国、地域でのEMC と電気機器安全に関する法規・

規格に従う電源である。
（例： EUではEMC指令、低電圧指令に適合の電源であること）

感電保護のために危険電圧（AC230Vなど） から二重絶縁あるいは強化絶縁
により絶縁してください。

コード延長は規定以内の長さとしてください。安全機能が正常に動作しない可
能性があり危険です。

安全カテゴリ3の安全システムに使用する場合、制御出力は必ず2系統とも使
用して安全システムを構成してください。
1系統だけで安全システムを構成した場合、出力回路の故障時に重傷を負う恐
れがあります。

設置時のケーブル保護：
設置時にはケーブルが破損しないよう十分に注意し、適切な引き回しを行って
ください。

機能接地：
OS32Cシステムは機能接地接続が必要です。機能接地を正極接地系統に接
続しないでください。正極接地に対して接続された場合、制御対象の機械を停
止できず人体に深刻な被害を与えることがあります。

コネクタの絶縁：
コネクタは、電源入力線およびシステム信号線の短絡を防ぐため適切に絶縁され
ているものを使用してください。

OS32C と外部装置を配線する場合は、EN 60204-1規格の配色規定に従ってく
ださい。

■ OS32Cの状態確認方法
OS32C正面の状態／診断表示灯に表示される診断コードにより、OS32Cの設定状態やエラー状態など
が確認できます。

当社商品は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に掲げる用
途での使用を意図しておらず、お客様が当社商品をこれらの用途に使用される際には、当社は当社
商品に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても当社の意図した特別な商
品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄道設備、
昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及びうる用途）

(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連続運転システム、
決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電磁的妨
害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

(d) カタログ等に記載のない条件や環境での用途

* (a)から(d)に記載されている他、本カタログ等記載の商品は自動車（二輪車含む。以下同じ）向けで
はありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車搭載用商品については当
社営業担当者にご相談ください。
* 上記は適合用途の条件の一部です。当社のベスト､総合カタログ､データシート等最新版のカタロ
グ、マニュアルに記載の保証･免責事項の内容をよく読んでご使用ください。

●製品に関するお問い合わせ先
お客様相談室

インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー　

●その他のお問い合わせ
　納期･価格･サンプル･仕様書は貴社のお取引先、または貴社担当オムロン販売員にご相談
ください。
オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページでご案内しています。

●オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。緊急時のご購入にもご利用ください。
www.fa.omron.co.jp

クイック オムロン

0120-919-066
携帯電話・IP電話などではご利用いただけませんので、下記の電話番号へおかけください。

電話 055-982-5015（通話料がかかります）
■受付時間：9:00～17:00（土・日・12/31～1/3を除く）

ご承諾事項

白熱光、ストロボライト、赤外センサ光などの照明環境ではOS32Cの動作に影
響を与える場合があります。

■ 設置時の注意点

複数のOS32Cを使用する場合

5°以上

5°以上

傾けて走査レベルをオフセット

設置する高さを変えて平行走査レベルをオフセット

遮光板による分離

検出面

5°以上 5°以上

検出面

5°以上

検出面

5°以上

上面図

前面図

遮光板

霧、煙、蒸気、その他の微粒子のある周囲雰囲気ではOS32Cの動作に影響を
与える場合があります。

外乱光がOS32Cの通常の動作を妨害する場合があります。外乱光による妨害で安全が脅かされ
ることはありませんが、制御対象の機械が誤って停止することがあります。

外乱光がOS32C に入光するような環境下ではOS32Cのレーザ走査面と外乱光の光源との
角度を±5°以上離してください。

2つのOS32Cが相互干渉する場合があります。同じ場所でOS32Cを複数使用する場合は、
以下の要領で相互干渉を防止してください。

･OS32Cを傾けて走査面をオフセットするよう調整します。
･OS32Cを設置する高さを変えて走査面をオフセットするよう調整します。
･OS32Cを調整して、走査面をずらし、スキャニング回数（応答時間） を増加させます。
･遮光板を設置して、レーザ光が他のOS32Cに入光しないようにします。

OS32Cを隣接して設置する際は高さを変更するほうが効果的です。また、傾けて調整
する際、外部からの光源の状態（自然光やハロゲン光） によっては下向きに調整する
ほうが効果的な場合があります。

遮光板の材質によっては反射光の影響を助長してしまう可能性があります。反射しにくい材質
のもの（つや消しかつ黒色の紙素材・布素材・ビロード素材など） を選定してください。

■ 外形寸法図 
 OS32C背面コード接続タイプ(OS32C-BP) 

158.3 

M12プラグキャップ付き

イーサネットコネクタ 

104.3

上面図

90.4

ウィンドウ部

ダスト検知面

イーサネットケーブル

電源コード

I/Oブロック

センサブロック

140.4
100.0

32.8

50.9側面図

104.5

67.0 
走査面

133.0 

背面図

142.7 

前面図

88.1

71.5

71.3 (最小値) イーサネット
ケーブル

底面図

電源コード

270

電源コード
アセンブリ

3.0、10.0、20.0、または30.0m

30.0

102.9 

寸法: mm

注　意 警　告 警　告

注　意

状態 説明 対策診断コード

現在の設定をもう一度確認するか、または
OS32Cをリセットして工場出荷時のデフォ
ルト設定に戻してください。

エリアセット選択入力配線およびエリア設
定選択を確認してください。

エリアセット選択入力配線およびエリア設
定選択を確認してください。

エリアセット選択入力またはスタンバイ入
力がシステム電源（DC24V＋25%） 以内で
配線されているか確認してください。

OS32C筐体をDC0Vに接地してください。

通気を良くしてください。

60

その他のエラー

本体の設定が無効

72

73

74

75

90

有効エリアセット選択入力数は適切だ
がエリアセット選択入力の組み合わせ
が無効または定義されていない（診断
コード71が10分以上続く場合はハード
故障コードとなります）。

スタンバイ入力またはエリアセット選択
入力電圧が高すぎます。

OS32C筐体が電源（DC24V)に接続さ
れています。

内部温度不具合： OS32Cの内部温度
が動作限度を超えています。

82 ウィンドウの取りつけ不具合。あるいはダ
スト検知面全体の汚れや遮蔽。

ウィンドウ取りつけ状態の確認およびダスト
検知面を清掃してください。

81 ウィンドウの結露(診断コード83が30分以
上続く場合の故障コードになります。)

電源を一度切っ て入れ直し、診断コード83
のまま稼働させてください。装置内部から
発生する熱で結露が減少します。(可能な
限り環境内の湿度を減少させてください。)

不適切な有効エリアセット選択入力数
（上記診断コード70が10分以上続く場
合はハード故障コードとなります。）

過度の振動、衝撃を受ける環境にないか
確認してください。

59 モータ故障

状態 説明 対策

-88
- - -

-

-

-

-

 

正常状態 起動時の表示

検知状態（制御対象の機械停止）

診断コード

- -
点滅(0.5Hz)

01

スタンバイモード（制御対象の機械停止） 

インターロック状態（スタート入力待機中）
設定モード（制御対象の機械停止）02

80 ウィンドウ汚れ表示（制御対象の機械停止）
ウィンドウまたはダストリングが汚れて
いるか傷ついています。

70 不適切な有効エリアセット選択入力数
（制御対象の機械停止）

ウィンドウとダストリングを清掃してください。清
掃で改善しない場合は交換してください。

83

84

ウィンドウ透過率異常表示（制御対象
の機械停止）
・ウィンドウ表面に汚れや傷がついています。
・ウィンドウ交換後のキャリブレーション
が未実施です。

・ウィンドウが汚れている状態でキャリブ
レーションを実施後、ウィンドウの清掃
により光量の感度が良くなっています。

・ウィンドウに汚れや傷がないか確認してくださ
い。

・ウィンドウの清掃をして、キャリブレーションを
実施してください。

エリアセット選択入力配線、エリア設定選択、エ
リアセット選択入力切り替え時間、およびエリア
切替許容遅れ時間の設定を確認してください。

71 エリアセット選択入力配線、エリア設定選択、
エリアセット選択入力切り替え時間、およびエ
リア切替許容遅れ時間の設定を確認してくだ
さい。

制御出力の故障 制御出力の故障

制御出力Aが24Vに短絡

33
32

制御出力Bが24Vに短絡

34 制御出力Aが0Vに短絡

35 制御出力Bが0Vに短絡

30 制御出力の配線を確認してください。

40 EDM( 外部リレーモニタ)エラー 外部リレーモニタの配線を確認してください。
制御出力がONする前の外部リレーのb接点
の状態を確認してください。
制御出力がON した後の外部リレーのb接点
の状態を確認してください。

OS32Cの設定と、配線を確認してください。

過度の振動、衝撃、ノイズを受ける環境にな
いか確認してください。ウィンドウ部の損傷や
外れがないか確認してください。あるいは
OS32Cを交換してください。

他のOS32C、または近傍の回帰反射板、ある
いは強い外乱光と相互干渉していないか確
認してください。

ノイズを受ける環境にないか確認してください。
改善されない場合はOS32Cを交換してください。

他のOS32C（本書に記載の設置時の注意点
をご参照ください）、または近傍の回帰反射
板、あるいは強い外乱光と相互干渉していな
いか確認してください。

■設置時の注意点

強い外乱光と相互干渉していないか確認して
ください。改善されない場合はOS32Cを交換
してください。

■設置時の注意点

41

42

43

制御出力ON以前の段階での
外部リレーモニタエラー
制御出力ON後の
外部リレーモニタエラー
OS32C起動時の診断段階での
外部リレーモニタエラー

50

51

52
53

54

56

57
58

その他のエラー 一般的なエラー：　OS32Cの内部故障
または外的環境の影響

相互干渉の影響

内部故障

内部ビーム妨害

内部故障

内部故障

内部故障：ノイズの影響

OS32Cを交換してください。

OS32Cを交換してください。

外部リレーモニタ
エラー

OS32Cユーザーズマニュアル第7
章 付録「OS32Cの状態確認方法」
を参照してください。

ビーム妨害表示 (制御対象の機械停止) 他のスキャナとの相互干渉(ユーザーズマニ
ュアル「設置時の注意点」参照)、近接した回
帰反射板、または強い干渉光源がないか確
認してください。

有効エリアセット選択入力数は適切だ
がエリアセット選択入力の組み合わせ
が無効または定義されていない (制御
対象の機械停止)

M5x0.8 (x4)

57.0 

27.7 

50.0 6.0 
121.0 
取付穴

41.4 
取付穴

P/N 99863-0030 Rev.P


